
H24年７/27から 10/25まで

議会のうごき議会のうごき

請

　
願

請

　
願

意
見
書

意
見
書

7月   　　
27㈮

30㈪
31㈫

8月 
  1㈬

2㈭
3㈮

4㈯-5㈰
7㈫
14㈫
16㈭

17㈮

20㈪
20㈪-21㈫

21㈫
22㈬-23㈭

24㈮
27㈪
28㈫
29㈬

30㈭9月
　1㈯
2㈰

3㈪
4㈫

6㈭-12㈬
8㈯
15㈯
16㈰
17㈪

◇町村議会議長研修会、吉村美栄子氏を励ま
　す山形県町村議会議長連盟設立総会
◇農業委員との交流会
◇後期高齢者医療広域連合7月定例会
◇県町村議会議長会理事会
◇３同盟会合同要望（総合支庁、山形河川
　国道事務所、東北地方整備局）
◇３同盟会合同要望（中央要望）
◇第1回臨時会、第９回全員協議会
◇古河市花火大会
◇県監査委員協議会臨時総会
◇町成人式
◇山神神社祭式
◇駅前盆踊り大会
◇議員協議会
◇真室川まつりパレード
◇山方商事交流会、古河市交流会
◇山形新幹線延伸早期実現同盟会総会役員会、総会
◇最上地区監査委員協議会総会
◇広域組合臨時議会運営委員会
◇３県合同議長・事務局長中央研修
◇議会改革調査特別委員会
◇例月出納検査
◇定期監査
◇広域組合臨時会
◇町畜産振興研修会並びに町内産和牛食味会
◇議会運営委員会
◇真室川北部小学校相撲大会
◇町防災訓練兼山形県消防協会最上支部総合防災訓練
◇及位中学校閉校記念大運動会
◇最上広域消防北支署建設工事安全祈願祭
◇最上地方町村議会議長会議
◇第３回定例会
◇真室川小学校校内相撲大会
◇真室川芋煮会（甚五右ヱ門芋）
◇平枝番楽公演
◇町敬老会

9月  　　
19㈬
21㈮
24㈪
25㈫
26㈬

27㈭-28㈮
28㈮
29㈯
30㈰

10月　　 
２㈫

3㈬
3㈬-4㈭
4㈭-5㈮

5㈮
7㈰
8㈪
９㈫
10㈬

11㈭
12㈮
13㈯
14㈰

15㈪
17㈬

19㈮
22㈪-25㈭

25㈭

◇及位中学校閉校記念事業実行委員会
◇４町村議会議員交流会
◇町連合婦人会との交流会
◇例月出納検査
◇ゲートボール、グラウンドゴルフ協会との
　交流会
◇荘内・最上両地方町村議会議長会合同会議
◇議会広報委員会（第1回校正）
◇たんぽぽこども園、釜渕保育所大運動会
◇安楽城保育所
◇がんばろう東北　復興支援日本一祭り2012 
◇広域組合議会運営委員会
◇議会改革調査特別委員会
◇広域連合議会運営委員会、全員協議会
◇監査委員全国研修会
◇村山・最上両地方町村議会議長会合同研修会
◇議会広報委員会（第２回校正）
◇第21回町民芸術祭
◇第８回真室川町民レクリエーション大会
◇広域組合議会定例会
◇広域連合定例会
◇区長会との懇談会
◇議会広報委員会（第3回校正）
◇最上地方議長会議員研修会
◇関東どまんなかまつり（古河市）
◇第20回伝統の舞　番楽フェスティバル
◇第28回釜渕ロードレース大会、タイム申告
　マラソン大会
◇東京真室川会総会
◇県町村議会議員研修会
◇東北中央自動車道整備促進大会、意見交換会
◇議会広報委員会（最終校正）
◇議員協議会
◇議会報告会
◇例月出納検査

◆
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求

め
る
請
願
（
敬
称
略
）

《
提
出
者
》

　連
合
山
形
新
庄
最
上
地
域
協
議

会

　
　
　議

　長

　渡
辺

　裕
一

《
紹
介
議
員
》

　
　外
山

　正
利

　○
要

　旨

　・
急
速
な
高
齢
社
会
が
到
来
し
、

　地
方
自
治
体
の
役
割
が
高
ま
っ

　て
い
る
中
、
地
域
戸
予
確
保
、

　農
林
水
産
業
振
興
、
ク
リ
ー
ン

　エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
等
の
政
策
分

　野
の
充
実
・
強
化
が
求
め
ら
れ

　る
た
め
、
来
年
度
も
今
年
度
同

　規
模
の
地
方
財
政
計
画
・
交
付

　税
を
強
く
要
望
す
る
も
の
。

◆
少
人
数
学
級
の
推
進
な
ど
定
数

改
善
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制

度
２
分
の
１
復
元
に
係
る
意
見
書

採
択
の
要
請
に
つ
い
て
の
請
願

《
提
出
者
》

　山
形
県
教
職
員
組
合
最
上
地
区

支
部

　
　支
部
長

　松
田
ひ
ろ
み

《
紹
介
議
員
》

　
　外
山

　正
利

　○
要

　旨

　・
日
本
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
に

　比
べ
１
学
級
当
た
り
の
児
童
生

　徒
数
や
教
員
１
人
当
た
り
の
児

　童
生
徒
数
が
多
く
な
っ
て
い
る

　現
状
に
対
し
、
丁
寧
な
対
応
を

　行
い
未
来
へ
の
先
行
投
資
と
し

　て
学
び
を
支
援
し
、
人
材
育
成

　・
雇
用
拡
大
へ
と
つ
な
げ
る
こ

　と
を
強
く
要
望
す
る
も
の
。

◆
脱
原
発
社
会
に
向
け
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
の
転
換
を
求
め
る
意
見

書
の
提
出
に
関
す
る
請
願

《
提
出
者
》

さ
よ
な
ら
原
発
県
民
ア
ク
シ
ョ
ン

　
　呼
び
か
け
人
代
表

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　髙
橋

　義
夫

《
紹
介
議
員
》

　
　外
山

　正
利

　○
要

　旨

　・
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
原
発

　事
故
は
深
刻
な
放
射
能
汚
染
を

　引
き
起
こ
し
、
多
く
の
住
民
が

　不
安
な
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ

　て
い
る
た
め
、
脱
原
発
社
会
に

　向
け
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
転

　換
を
早
急
に
行
う
よ
う
強
く
要

　望
す
る
も
の
。

　以
上
の
請
願
３
件
は
、
意
見
書

と
し
て
提
出

（
提
出
先
）

　内
閣
総
理
大
臣
他

◆
地
球
温
暖
化
対
策
に
関
す
る

「
地
方
財
源
を
確
保
・
充
実
す
る

仕
組
み
」
の
構
築
を
求
め
る
意
見

書○
要

　旨

　・
地
球
温
暖
化
防
止
を
確
実
に

　す
る
た
め
、
山
村
地
域
の
市
町

　村
が
主
体
的
に
実
施
す
る
こ
と

　が
不
可
欠
で
あ
る
が
、
そ
の
た

　め
の
財
源
と
し
て
「
地
球
温
暖

　化
対
策
の
た
め
の
税
」
を
森
林

　面
積
に
応
じ
て
譲
与
す
る
仕
組

　み
を
早
急
に
講
じ
る
よ
う
強
く

　要
望
す
る
も
の
。

（
提
出
先
）

　衆
参
両
院
議
長
他

■
由
利
本
荘
市

　
　
　
　
　
　
西
目
土
地
改
良
区

「
農
業
用
水
路
の
落
差
を
利
用
し
た

小
水
力
発
電
の
現
状
」
に
つ
い
て

（
現
状
と
課
題
）

　国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
一
環
と

し
て
、
昭
和
58
年
度
か
ら
か
ん
が
い
排

水
事
業
の
農
業
用
排
水
施
設
と
し
て
、

土
地
改
良
施
設
の
維
持
管
理
費
軽
減

を
図
る
目
的
で
計
画
さ
れ
た
も
の
。

　水
力
発
電
計
画
は
、
用
水
路
下
流

部
の
落
差
（
１
２
０
ｍ
）
を
利
用
し

水
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
を
図
る
た

め
に
立
案
さ
れ
た
も
の
で
、
発
電
後

の
用
水
は
県
営
ほ
場
整
備
事
業
で
設

置
し
た
調
整
池
に
導
水
さ
れ
た
パ
イ

プ
ラ
イ
ン
か
ん
が
い
の
用
水
と
し
て

利
用
さ
れ
る
。

　ま
た
、
発
電
に
よ
り
発
生
し
た
電

力
は
地
区
下
流
の
揚
水
機
・
排
水
機

等
の
農
業
用
排
水
施
設
の
操
作
電
力

と
し
て
供
給
さ
れ
る
。

○
最
大
出
力

　
　
　
　

 

７
４
０
kw

　年
間
発
電
量

　
　２
，９
９
３
kwh

　売
電
単
価  

　
　
　
　kw
＝
10
円
、

　新
規

　
　

  

　
　
　
　
　＝
30
円

　売
電
実
績
平
成
23
年
度
、

　
　
　

  

２
４
，８
８
２
，０
０
０
kwh

　売
電
金
額
平
成
23
年
度
、

　
　
　

　
　
　
　２
４
，９
９
１
，２
２
６
円

　課
題
と
し
て
、
水
の
量
と
落
差
が

必
要
で
あ
り
、
当
町
の
適
地
は
ど
こ

が
望
ま
し
い
の
か
調
査
・
研
究
が
必

要
。

 
■
横
手
市

「
空
き
家
等
の
適
正
管
理
に
関
す
る

条
例
」
に
つ
い
て

（
現
状
と
課
題
）

　平
成
22
年
度
の
豪
雪
を
踏
ま
え
、

市
で
は
平
成
24
年
１
月
か
ら
、
空
き

家
の
所
有
者
に
空
き
家
等
の
適
正
な

管
理
を
促
す
「
横
手
市
空
き
家
等
の

適
正
管
理
に
関
す
る
条
例
」
を
制
定
。

ま
た
、
老
朽
危
険
空
き
家
の
解
体
撤

去
を
促
進
す
る
た
め
の
支
援
制
度
も

創
設
、
平
成
24
年
７
月
よ
り
本
格
運

用
を
開
始
。

・
空
き
家
総
数      

１
，１
８
０
棟

・
内
危
険
と
判
断
さ
れ
た
家

　
　
　
（
倒
壊
済
み
含
む
）
46
棟

・
解
決
済
み
空
き
家
数
（
解
体
撤
去
、

再
居
住
化
）      

　
　
　
　99
棟

（
主
な
課
題
）

◆
個
人
の
財
産
権
、
所
有
権
が
侵
害

さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
内
容
で
あ
る
。

◆
所
有
者
で
は
な
く
「
市
が
」
空
き

家
を
適
正
管
理
す
る
も
の
と
誤
解
し

て
い
る
市
民
が
多
い
。
（
危
険
な
家

を
通
報
す
れ
ば
、
市
が
空
き
家
の
雪

下
ろ
し
を
し
て
く
れ
る
等
）

◆
条
例
の
制
定
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で

民
間
で
解
決
し
て
い
た
内
容
が
行
政

に
持
ち
込
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

（
所
有
者
の
連
絡
先
が
判
明
し
て
い

て
も
市
に
通
報
し
て
く
る
）

◆
放
置
し
て
お
け
ば
行
政
が
何
と
か

し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
、
と
い
う
意
識

の
蔓
延

　な
ど
、
個
人
の
空
き
家
管
理
意
識

の
低
下
が
懸
念
さ
れ
、
住
民
に
対
し

公
平
・
公
正
な
条
例
で
あ
る
た
め
に
、

更
に
研
究
を
深
め
る
こ
と
が
必
要
。

■
仙
北
市

「
廃
校
舎
を
利
用
し
た
取
り
組
み
の

状
況
」
に
つ
い
て

（
現
状
と
課
題
）

　平
成
11
年
３
月
31
日
に
廃
校
が
決

ま
っ
た
上
桧
木
内
中
学
校
に
つ
い
て
、

地
域
住
民
よ
り
福
祉
的
活
用
や
保
育

環
境
の
整
備
、
介
護
保
険
制
度
の
本

格
導
入
に
向
け
た
施
設
整
備
が
必
要

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
多
世
代
交
流

施
設
『
山
鳩
館
』
を
開
設
。

　管
理
運
営
主
体
は
、
開
設
年
か
ら

平
成
18
年
度
ま
で
は
社
会
福
祉
協
議

会
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い
た
が
、
諸

事
情
に
よ
り
平
成
19
年
度
よ
り
市
直

営
と
な
っ
て
い
る
。

（
利
用
料
金
）

・
高
齢
者
生
き
が
い
通
所
事
業
利
用

　１
日
３
０
０
円

・
多
世
代
交
流
施
設
使
用
料
は
営
利

　目
的
の
み
有
料

・
上
桧
木
内
保
育
園
に
つ
い
て
は
、

　へ
き
地
保
育
所
管
理
規
程
に
基
づ

　い
て
の
料
金

（
職

　
　員
）

・
市
職
員
は
配
置
せ
ず
臨
時
雇
用
者

　５
名
。

（
管
理
経
費
）

・
多
世
代
交
流
施
設
費
（
施
設
管
理

　費
他
）
約
２
２
０
万
円
。

・
生
き
が
い
通
所
事
業
費
約
２
４
０

　万
円
。

（
利
用
状
況
）

・
開
設
年
度
延
べ
７
４
４
人
、
21
年

　度
１
，０
０
７
人
、
22
年
度
１
，０

　６
３
人
、
23
年
度
９
７
１
人
。

・
幼
児
保
育
に
つ
い
て
は
他
保
育
園

　に
通
園
と
の
事
で
休
園
。

まむろがわ「議会だより」

９月定例会　No.120 12まむろがわ「議会だより」

９月定例会　No.12013

 

小
水
力
発
電

 
空
き
家
対
策

 

廃
校
利
活
用

両常任委員会合同視察研修両常任委員会合同視察研修
～先進地に学ぶ～
（秋田県内３市）

　
７
月
１９
日
〜
２０
日
に
わ
た
り
、
総
務
文
教
・
産
業
福
祉
常
任
委
員
会
合
同

に
よ
る
先
進
地
行
政
視
察
と
し
て
秋
田
県
内
３
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
議
会
で
も
こ
れ
ま
で
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
空
き
家
対
策
、
統
合
後
の

廃
校
利
用
に
つ
い
て
幾
度
と
な
く
質
疑
に
付
さ
れ
た
経
緯
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

先
駆
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
自
治
体
の
現
状
を
視
察
し
、
当
町
に
お
い
て
今

後
の
政
策
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
調
査
研
究
を
行
い
ま
し
た
。

落差を利用した小水力発電




